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１．目的 

 本研究では，海底地すべりに伴い発生する津波を対象として，地すべりの規模と伝播距離等から水位変動の

規模を推定する予測式を提案する．断層運動に伴う津波については地震の規模と伝播距離から津波による水位

変動の規模を簡易に予測する式が提案されているが，その海底地すべり版との位置付けである． 

２．予測式の構築 

 評価地点での津波の規模を表す指標として最大水位変化量 max を選定し，この max を予測する式について

検討することとする．最大水位変化量に影響する要素として，ここでは，津波発生域での津波規模，距離減衰

効果，水深の変化による増幅・低減効果を考慮することとし， max をこれら 3つの要素の積で表す． 

 max （津波規模）×（距離減衰）×（水深変化による増幅・低減） (1) 

 海底地すべり津波は地すべり運動方向への指向性を有するが，ここで構築する予測式では指向性を陽に取り

扱うことはせず，伝播方向に依存しない最大の規模を予測することを目指す． 

 津波規模の定式化にあたっては Watts ら 1)が提案している津波発生域での振幅の予測式を使用する．Watts

らは，地すべり土塊の形状・密度および海底の水深・勾配等から津波発生域での最大振幅 D3,0 と特性波長 0

を予測する式を提案している．また，初期水位の平面 2次元分布を 2つのガウス分布の重ね合わせで設定する

ことを提案している．ここでは，これらの提案を参考にし，初期の水位分布を次のとおり設定する． 
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ここで， ),( r は初期水位の中心を原点とする極座標である．分散 2 についてはWattsら 1)に倣い波長 0 との

関係を次のとおり定義する． 
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 時刻 0t においては分散 2 のガウス分布を径方向の断面として維持しつつ，同心円状の波面で伝播するも

のとする．このとき，距離 R伝播後の水位分布は次のように書ける． 
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一方，距離R伝播後の津波の位置エネルギー RpE , は次のように書くことができる． 
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ここで， と gはそれぞれ海水の密度と重力加速度である．位置エネルギーの保存より Rpp EE ,0,  とすると，

Aについて解くことができる．加えて，水深変化による増幅・低減効果をグリーンの法則により考慮すると，

津波規模，距離減衰，水深変化による増幅・低減を考慮した津波水位が次の式で記述される． 
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ここで， 0H は津波発生域の水深， RH は原点から距離 R離れた評価地点の水深である． 
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３．予測式の検証 

提案式を図-1に示す地形条件を与えた仮想的な問題に適用し，二層流モデル及び Kinematic landslide モデル

を適用した結果と比較した．図-1 には xz 断面を示しているが，実際には地すべり体の幅 W に有限の値を与

えた平面 2 次元的な問題としている．また，地形条件を表-1 のように変化させ，感度分析を行った．津波規

模及び距離減衰の推定に関する妥当性を確認するため，地すべり体の中心を通過する x軸に平行な測線上にお

いて水位変化量を調べ，予測式の値と平面 2 次元モデルの値を比較した．図-2 に比較結果の一部を示す．同

図は二層流モデルとの比較である．A の値が小さいほど幅 W が大きい条件となるが，A に対する水位の依存

性について予測式と二層流モデルとが整合している．津波規模及び距離減衰特性についても概ね同程度の予測

値を与えることが確認できる． 

４．結論 

 海底地すべり津波を対象とし，地すべりの規模や伝播距離から水位変化の規模を推定する予測式を提案した．

平面二次元モデルとの比較から提案式の妥当性について一定の確認を行うことができた．また，提案式の適用

性に関しても検討している．今後，水理模型実験との比較を行うなどしてさらなる検証を行う予定である． 
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図-1 海底地すべり津波問題の地形条件 
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表-1 地形条件の設定値 

注：下線を引いた数値は基準ケースの設定 

変数 設定値 

Δh (m) 30,60,120 

Hf (m) 250,500,1000 

Hb (m) Hf+2L tanθ 

θ (°) 3,6,12 

κ (= lF/lB) 1.0 

L (m) 300,600,1200 

A(=L/W) 0.5,1,2 

γ (= ρs/ρwater ) 1.85 

 

図-2 予測式と平面 2次元モデル（二層流モデル）との結果比較 
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